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従
来
の
児
童
関
係
の
法
律
・
政
策
群
が
示
す
と
お
り
、

一
般
に
児
童
福
祉
・
医
療
は
厚
生
労
働
省
、
幼
児
を
含
め

た
教
育
は
文
部
科
学
省
と
い
っ
た
よ
う
に
所
管
が
分
か
れ
、

そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
所
の
中
に
お
い
て
も
対

象
分
野
に
よ
っ
て
法
律
や
予
算
な
ど
は
細
か
く
分
か
れ
て

き
た
。

　
効
率
的
な
運
営
の
面
か
ら
は
法
律
、
政
策
、
担
当
組
織

な
ど
が
細
か
く
分
か
れ
て
い
る
こ
と
自
体
は
や
む
を
得
な

い
も
の
の
、
昨
今
の
痛
ま
し
い
児
童
虐
待
の
事
案
で
は
、

た
び
た
び
行
政
機
関
の
縦
割
り
の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
社
会
的
な
批
判
は
現
場
の
行
政
機
関
で
あ
る
児
童

相
談
所
と
、
虐
待
を
行
っ
た
親
に
集
中
し
、
虐
待
を
生
み

出
し
て
し
ま
う
背
景
、
親
の
孤
立
な
ど
、
よ
り
根
元
的
な

問
題
解
決
に
向
け
た
議
論
が
充
実
し
て
い
た
と
は
言
い
難

い
。

　
そ
の
点
、
出
産
か
ら
子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
て
シ
ー
ム

レ
ス
に
医
療
や
福
祉
を
提
供
し
、
ま
た
、
役
所
や
福
祉
施

設
な
ど
の
一
部
の
機
関
だ
け
で
な
く
、
教
育
機
関
、
地
域

社
会
な
ど
が
幅
広
く
情
報
を
共
有
、
連
携
し
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
を
育
ん
で
い
く
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
法
律
の
必

要
性
を
、
現
場
の
医
師
た
ち
が
早
く
か
ら
持
っ
て
い
た
こ

と
は
慧け
い

眼
と
言
え
よ
う
。

1
．成
育
基
本
法
の
主
な
内
容

　
①
コ
ン
セ
プ
ト

　
こ
の
法
律
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
サ
ー
ビ
ス
主
体
は
一

つ
の
分
野
に
限
ら
ず
、
医
療
・
保
健
・
教
育
・
社
会
福

祉
・
N
P
O
な
ど
が
全
体
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

べ
き
で
あ
る
と
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
対
象

も
、
妊
娠
期
か
ら
新
生
児
期
、
幼
児
期
、
少
年
期
、
そ
し

て
成
人
に
至
る
ま
で
を
一
連
の
期
間
と
し
て
捉
え
、
包
括

的
か
つ
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
あ
る
と
し
て

い
る
（
第
2
条
）。

　
こ
の
た
め
、
従
来
の
主
な
政
策
や
、
関
係
の
あ
る
児
童

福
祉
法
や
母
子
保
健
法
、
児
童
虐
待
防
止
法
は
も
ち
ろ
ん
、

医
療
法
や
学
校
教
育
法
な
ど
に
つ
い
て
、
成
長
に
応
じ
て

連
携
す
る
必
要
が
あ
る
と
規
定
し
た
（
第
3
条
）。
個
別

法
そ
れ
ぞ
れ
に
目
的
・
意
義
が
あ
る
の
は
当
然
だ
が
、
一

方
で
各
法
の
行
政
や
関
係
機
関
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
応

　
2
0
1
8
年
12
月
8
日
、
第
1
9
7
回
臨
時
国
会
の
閉
会
日
の
夜
半
、
参
議
院
本
会
議
で
成
育
基
本
法

⑴
が
全
会
一
致
で
可
決
、
成
立
し
た
。
具
体
的
な
予
算
・
定
員
措
置
が
含
ま
れ
な
い
た
め
、
法
案
自
体
が

大
々
的
に
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
議
員
立
法
と
し
て
法
案
を
取
り
ま
と
め
た
超
党
派
議
員
連

盟
の
活
動
、
政
策
横
断
的
な
内
容
、
そ
し
て
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
育
ん
で
い
く
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
注
目
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
。

　
同
法
の
構
想
自
体
は
、
か
な
り
古
く
か
ら
温
め
ら
れ
て
き
た
。
特
に
地
域
医
療
を
担
い
、
出
産
に
始
ま

り
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
医
療
面
か
ら
見
守
っ
て
き
た
産
婦
人
科
医
、
小
児
科
医
の
方
た
ち
に
と
っ
て
は
、

こ
の
法
律
の
成
立
は
25
年
越
し
の
悲
願
で
あ
っ
た
⑵
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
成
育
基
本
法
の
概
要
・
条
文

趣
旨
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
議
員
立
法
ひ
い
て
は
基
本
法
で
あ
る
こ
と
の
意
義
、
今
後
の
政
策
展
開

へ
の
期
待
に
つ
い
て
論
考
し
た
い
。

元
厚
生
労
働
省
課
長
補
佐

高
橋
　
彰

出
産
か
ら
成
人
に
至
る
ま
で
包
括
支
援

行
政
の
縦
割
り
廃
し
、社
会
全
体
で
子
育
て
を

成
育
基
本
法
の
成
立
と
意
義
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じ
て
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
か
、
そ
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
ご
と
に
連
携
す
べ
き
は

地
域
の
誰
な
の
か
、
改
め
て
整
理
し
、
考
え
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
ほ
か
、
昨
今
の
「
相
対
的
貧
困
」
に
よ
る
問
題
や
、

周
囲
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
子
育
て
に
負
担

を
感
じ
る
い
わ
ゆ
る
「
孤こ

育
て
」
に
つ
い
て
も
支
援
す
る

た
め
、
情
報
の
適
切
な
提
供
と
、
社
会
的
・
経
済
的
状
況

に
か
か
わ
ら
ず
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
3
条
）。

　
な
お
、
本
法
で
は
「
保
護
者
の
責
務
」
な
ど
に
つ
い
て

も
明
記
さ
れ
た
。
議
員
連
盟
総
会
に
お
い
て
は
、
親
へ
過

度
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
こ
と
と
な
る
の
で
は
な
い

か
と
の
意
見
も
あ
っ
た
も
の
の
、
や
は
り
一
義
的
に
は
健

全
な
子
ど
も
の
発
達
の
責
任
は
保
護
者
に
あ
る
（
後
述
の

「
児
童
の
権
利
条
約
」
も
同
旨
）
と
い
う
こ
と
と
、
保
護

者
へ
の
支
援
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
が
行
政
の
役

割
で
あ
る
と
明
記
す
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
条
文
化
さ
れ

た
（
第
6
条
）。

　
②
基
本
方
針
の
策
定
、
実
施
状
況
の
評
価
と
公
表
（
協

議
会
の
設
置
）　

　
本
法
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
政
府
（
こ
こ
で
は
主
に

厚
労
省
）
は
「
成
育
医
療
等
基
本
方
針
」
に
よ
り
、
前
述

の
切
れ
目
の
な
い
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い
て
、

方
向
性
と
基
本
的
な
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。
基
本
方
針
は
閣
議
決
定
の
体
裁
を
取
っ
て
い
る

た
め
、
そ
れ
な
り
の
重
み
を
持
た
せ
た
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
時
代
の
変
化
に
即
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
、
最
低
で

も
6
年
に
1
度
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
（
第
11

条
）。
な
お
、
こ
の
基
本
方
針
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

厚
労
省
内
に
実
務
・
学
識
経
験
者
を
集
め
た
有
識
者
会
議

「
成
育
医
療
等
協
議
会
」
を
設
置
し
、
諮
問
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
（
第
17
、
18
条
）。

　
さ
ら
に
、
基
本
方
針
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
評
価

義
務
を
課
し
て
い
る
ほ
か
、
年
に
一
度
、
各
種
政
策
の
実

施
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
第
10
、11
条
）。

過
去
の
同
様
の
例
を
見
る
と
、
お
そ
ら
く
公
表
の
形
式
は

厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
へ
の
掲
載
（
お
よ
び
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
）
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
同
法
の
取
り
ま
と

め
の
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
前
述
の
超
党
派
議
員
連
盟
に

も
報
告
さ
れ
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　
③
理
念
法
と
し
て
の
基
本
的
施
策
の
後
押
し

　
本
法
は
こ
の
ほ
か
に
、
理
念
法
と
し
て
後
押
し
す
べ
き

基
本
的
施
策
を
列
挙
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
大
別
す
る
と
、

「
医
療
」「
保
健
」「
教
育
・
普
及
啓
発
」「
記
録
収
集
等
に

関
す
る
体
制
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
整
備
」「
行
政
組
織
の

在
り
方
の
検
討
」
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
特
に
教
育
に
つ
い
て
の
条
文
の
取
り
ま
と

め
過
程
で
は
、
年
齢
に
応
じ
た
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
（
自

身
の
健
康
保
持
・
増
進
に
関
す
る
知
識
・
能
力
）
の
獲
得

や
、
伝
統
的
な
家
族
観
か
ら
で
は
な
く
、
科
学
的
に
も
保

護
者
と
子
ど
も
の
愛
着
形
成
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
普
及
啓
発
す
べ
き
と
の
議
論
が
な
さ
れ
た
（
第
14
条
）。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
実
際
に
虐
待
防
止
や
予
期
せ
ぬ
妊

娠
な
ど
へ
の
支
援
、
栄
養
面
で
の
妊
産
婦
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
N
P
O
の
講
話
な
ど
が
議
員
連
盟
総
会
で
行
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
性
教
育
を
は
じ
め
と
し
て
食
育
な
ど
、
従
来

の
保
健
教
育
に
限
ら
な
い
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
幅
広
い

分
野
の
教
育
が
必
要
と
の
認
識
が
条
文
に
反
映
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
で
は
、
従
来
、
学
校
で

収
集
さ
れ
た
健
診
情
報
は
学
校
外
の
医
療
機
関
に
は
共
有

さ
れ
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
地
域
な
い
し
関
係
機
関

間
で
の
連
携
が
重
要
で
は
な
い
か
と
の
議
論
か
ら
条
文
化

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
子
ど
も
が
死
亡
し
た
場
合
に
、
そ

の
原
因
情
報
の
収
集
・
活
用
な
ど
を
行
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
必
要
性
も
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
15
条
）。

　
と
り
わ
け
後
段
に
つ
い
て
は
、「
C
D
R
（
チ
ャ
イ
ル

ド
・
デ
ス
・
レ
ビ
ュ
ー
）」
と
呼
ば
れ
る
仕
組
み
で
あ
り
、

広
範
に
子
ど
も
の
死
亡
原
因
を
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
で
、

虐
待
死
、
遊
具
・
育
児
器
具
で
の
事
故
死
、
保
育
現
場
で

の
死
亡
事
故
な
ど
の
減
少
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
疫
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
欧
米

な
ど
の
一
部
の
先
進
国
で
は
既
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
注

意
点
と
し
て
、
あ
く
ま
で
公
衆
衛
生
的
に
「
予
期
で
き
た

は
ず
の
死
（preventable death

）」
を
防
ご
う
と
い

　
筆
者
略
歴
：
2
0
0
7
年
厚
生
労
働
省
⼊
省
（
I

種
・
法
律
職
）。
東
⽇
本
大
震
災
災
害
対
策
本
部
等

で
危
機
管
理
、
⽼
健
局
・
労
働
基
準
局
等
で
労
働
・

福
祉
政
策
を
担
当
。
参
議
院
議
員
秘
書
な
ど
を
経
て
、

19
年
秋
よ
り
英
国
・
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
博
士
課
程

（
政
治
学
）。
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う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
っ
て
、
個
別
の
犯
人
捜
し
を
す
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
⽇
本
に
お
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
捜
査
情
報
の
取
り
扱
い
や
関
係
機

関
を
ど
こ
ま
で
限
定
で
き
る
か
な
ど
、
引
き
続
き
検
討
課

題
は
多
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
必
要
と
の
方
向
性
が
法

律
で
示
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
特
徴
的
な
項
目
と
し
て
最
後
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
行

政
組
織
の
見
直
し
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
（
附
則
第
2
条
）。
法
案
の
取
り
ま
と
め
過
程

で
は
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
も
の
の
、
ワ
ク
チ
ン
の
審
査
機

関
の
見
直
し
や
、
現
状
で
厚
労
省
、
文
科
省
、
内
閣
府
な

ど
に
分
か
れ
て
い
る
子
ど
も
関
係
行
政
の
一
元
化
（
い

わ
ゆ
る
「
子
ど
も
家
庭
庁
構
想
」）
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

基
本
法
で
規
定
す
る
に
は
具
体
的
で
あ
る
た
め
、
個
別
の

組
織
名
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
議
員
連
盟
を
は

じ
め
と
し
て
議
論
の
俎そ

じ
ょ
う上

に
載
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

2
．超
党
派
に
よ
る
議
員
連
盟
の
意
義

　
冒
頭
に
お
い
て
も
述
べ
た
が
、
本
法
は
議
員
立
法
で
あ

る
。
議
員
立
法
は
社
会
的
な
注
目
を
浴
び
に
く
く
、
一
部

の
例
外
を
除
き
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
い
と
は
言
い
難

い
。
こ
れ
は
議
員
立
法
に
お
い
て
は
具
体
的
な
予
算
措
置

や
定
員
確
保
を
規
定
す
る
こ
と
が
通
常
難
し
く
、
い
わ
ゆ

る
「
基
本
法
」
と
し
て
一
般
的
な
条
項
が
並
べ
ら
れ
る
た

め
、
即
座
に
効
果
が
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
と
も
関
連
す
る
。
こ
の
た
め
、
あ
く
ま
で
一
般
論
で
は

あ
る
が
、推
進
す
る
議
員
側
に
と
っ
て
は
「
実
績
づ
く
り
」、

政
策
サ
イ
ド
で
あ
る
役
所
側
に
と
っ
て
は
「
議
員
へ
の
お

○ 子ども・若者育成支援
　の総合的推進等

「成育過程にある者及びその保護者並びに妊産婦に対し必要な成育医療等を切れ目なく提供するための施策の総合的な推進に関する法律」
によって実現を目指す政策群

子ども・若者育成支援
推進法

○ 適切な養育を受け、健やかな成長・
　発達や自立等を保障されること等を
　基本原理として規定（2016年改正）
○ 障害児や社会的養育を必要とする
　児童への支援を含めた、基本的な
　児童福祉施設や事業
○ 支援を要する妊婦等を把握した
　医療機関の市町村への情報提供
　（2016年改正）

成育基本法
（略称）

○ 心身の健康に関する教育の充実
○ 科学的知見に基づく愛着形成の
　促進
○ 子育ての孤立を防ぐ母親以外の
　養育者の育児参画
○ 母子健康手帳の国際的な普及

○ （乳幼児期・学童期の）就学前後
　の切れ目のない健康増進支援体制
　強化
○ 乳幼児健診、学校健診、予防接種等
　に関する記録の収集、管理、活用等

○ 児童虐待の発生予防・早期発見の
　促進
○ 成育過程にある者の死亡の原因に
　関する記録の収集、管理、活用等の
　体制整備

○ 妊産婦のメンタルヘルスに関する
　支援
○ 周産期母子健診事業・保健指導の
　充実
○ 子育て世代包括支援センターの
　充実
○ 新生児難聴や医療的ケア児への
　支援
○ 思春期の医療・保健に関する支援

○ 母子保健分野の国民運動
○ 地域間での健康格差や、個人や家庭
　状況の違い等の多様性を認識した
　母子保健サービスの展開等を目標に
　10年後に達成すべき指標を設定して
　関連の取り組みを推進

○ 母性及び乳幼児の健康の保持・増進
　を図るための、健診、保健指導等の
　基本的な母子保健事業
○ 母子保健に関する施策が児童虐待の
　発生予防、早期発見に資することに
　留意（2016年改正）
○ 市町村は、母子健康包括支援セン
　ター（子育て世代包括支援センター）
　の設置に努める（2016年改正）

○ 国、地方公共団体、保護者、医療その他の関係
　者の責務 : 子どもの健やかな成育、妊産婦の
　健康の保持・増進への寄与など
○ 法制／財政上の措置等
○ 基本的施策
　　― 成育過程にある者・妊産婦の医療
　　― 成育過程にある者・妊産婦の保健
　　― 成育過程における心身の健康等に関する
　　教育・普及啓発
　　― 予防接種等に関する記録の収集等の体制
　　整備
　　― 成育過程にある者の死亡の原因に関する
　　情報の収集等に関する体制整備
　　―  調査研究など
○ 成育医療等基本方針の策定（閣議決定・公表・
　最低６年ごとの見直し）と評価・公表

○ 児童虐待を受けたと思われる児童を
　発見した者に対する、市町村又は児童
　相談所等への通告義務
○ 児童虐待を受けた者の教育の改善・
　充実、自立支援のための施策の実施

○ 総合的に推進するための行政組織等の
　在り方

次代の社会を担う成育過程にある者の個人としての尊厳が
重んぜられ、妊娠期からの切れ目のない支援を受けながら、
その心身の健やかな成育の確保を行うため、従来の主な政策、
今後期待される政策を連携させ、理念をもって包括的な前進を
期するため、以下の項目を規定

児童福祉法

 母子保健法

 健やか親子21

 児童虐待防止法

普及・啓発促進強化

医療・保健支援強化

就学前後の切れ目のない 
健康増進体制支援強化

「防げる死」を防ぐ体制
整備と支援強化

（検討事項）

施
策
間
の
連
携
促
進

理
念
法
に
よ
る
後
押
し

従来の主な政策 今後期待される政策

出典：参議院議員自見はなこ事務所HP（http://www.jimihanako.jp/?p=807）
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付
き
合
い
」
に
な
り
か
ね
な
い
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　
一
般
的
な
規
定
が
多
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
成

育
基
本
法
も
こ
の
例
に
陥
る
リ
ス
ク
が
あ
る
も
の
の
、
い

く
つ
か
の
理
由
で
筆
者
は
前
向
き
に
捉
え
て
い
る
。
ま
ず
、

法
案
の
実
質
的
な
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
超
党
派
「
成
育

基
本
法
推
進
議
員
連
盟
」
の
加
盟
人
数
に
あ
る
。
19
年
5

月
時
点
に
お
い
て
、
党
派
を
超
え
て
2
0
0
人
に
迫
る
加

盟
人
数
は
国
会
で
も
珍
し
い
規
模
で
あ
り
、
こ
の
人
数
だ

け
見
て
も
役
所
に
は
無
視
し
難
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な
る

だ
ろ
う
。

　
次
に
、
法
案
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
行
わ
れ
た
勉
強

会
の
頻
度
・
内
容
が
充
実
し
て
い
た
た
め
、
参
加
議
員
の

問
題
意
識
が
法
案
成
立
ま
で
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
も
そ
も
18
年
は
痛
ま
し
い
児
童
虐
待
に
よ
る
死

亡
事
案
な
ど
が
続
き
、
国
会
内
に
お
け
る
児
童
虐
待
防
止

に
向
け
た
意
識
は
急
速
に
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
加
え
、

例
え
ば
早
期
か
ら
の
性
教
育
の
必
要
性
や
親
へ
の
支
援
な

ど
に
つ
い
て
、
現
場
を
支
え
る
N
P
O
や
医
療
機
関
な
ど

か
ら
の
講
演
が
法
案
作
成
に
向
け
て
政
策
へ
の
理
解
を
大

い
に
深
め
る
こ
と
に
貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
毎
年
の
政
策
評
価
、
そ
の
結
果
の
公
表
を
行
う

た
め
、
議
員
連
盟
に
よ
る
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
評
価
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

政
策
評
価
と
公
表
に
当
た
っ
て
は
、
議
員
連
盟
に
報
告
す

る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
が
、
こ
の
際
、
本
法
の
理
念
に
の

っ
と
り
、
政
策
横
断
的
な
視
点
で
役
所
の
報
告
を
レ
ビ
ュ

ー
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
前
述
し
た
子
ど
も
の
死
因

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
（
C
D
R
）、
子
ど
も
行
政
の
一
元

化
な
ど
、
将
来
の
課
題
に
向
け
た
条
文
に
つ
い
て
も
、
定

期
的
に
進

し
ん
ち
ょ
く捗
報
告
の
機
会
が
得
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
恥
ず
か
し
な
が
ら
筆
者
自
身
、
役
所
時
代
に
関
わ
っ
た

際
、
議
員
連
盟
は
「
お
付
き
合
い
」
で
あ
り
、
具
体
的
に

権
利
義
務
を
設
定
し
な
い
議
員
立
法
に
さ
ほ
ど
の
意
義
が

あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
多
く
の
仕
事
が
あ
る
中

で
、
直
接
に
権
利
利
益
を
設
定
し
な
い
議
員
立
法
に
あ
ま

り
関
心
を
持
て
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
①
超

党
派
で
大
規
模
②
政
策
課
題
へ
の
深
い
理
解
③
継
続
的
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
─
─
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
そ
ろ
っ
て
い
る

場
合
に
は
、
む
し
ろ
役
所
の
縦
割
り
的
な
性
質
を
乗
り
越

え
、
本
来
立
法
府
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
を
果
た

す
た
め
に
、
議
員
連
盟
は
有
用
な
ツ
ー
ル
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

3
．今
後
の
政
策
展
開
へ
の
期
待
と
注
意
点

　
厚
労
省
に
限
っ
て
言
え
ば
、
社
会
保
険
庁
を
解
体
し
、

⽇
本
年
金
機
構
に
引
き
継
ぐ
社
会
保
険
庁
改
革
関
連
法
が

07
年
に
成
立
し
て
以
降
、
主
な
政
策
課
題
は
高
齢
者
医
療
、

介
護
、
年
金
を
い
か
に
維
持
す
る
か
、
な
い
し
「
維
持
で

き
る
と
い
か
に
説
明
す
る
か
」
と
い
う
防
衛
戦
的
な
意
味

合
い
が
強
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
少
子
化
対
策
な
ど
の
旗

は
降
ろ
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
政

策
分
野
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
な
資
源
を
回
せ
て
い

な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
実
際
、
先
進
国
中
心
に
構
成
さ
れ
る
経
済
協
力
開
発
機

構
（
O
E
C
D
）
の
統
計
⑶
に
よ
れ
ば
、
国
内
総
生
産

（
G
D
P
）
に
占
め
る
保
育
関
係
予
算
の
割
合
は
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
な
ど
が
1
・
6
%
と
上
位
を
占
め
る
一
方
、
⽇

本
は
0
・
5
%
以
下
で
下
位
に
位
置
し
て
い
る
（
加
盟
国

平
均
は
0
・
7
%
）。
ま
た
、
育
児
休
業
期
間
中
の
給
与

補ほ
て
ん填

や
ひ
と
り
親
の
支
援
、
税
の
扶
養
控
除
な
ど
へ
の
公

的
支
出
に
つ
い
て
は
、
英
国
や
北
欧
諸
国
な
ど
上
位
国
が

軒
並
み
3
・
5
%
前
後
で
あ
る
の
に
対
し
、
⽇
本
は
2
%

程
度
と
や
は
り
比
較
的
下
位
に
位
置
し
て
い
る
（
加
盟
国

平
均
は
2
・
4
%
）。

　
こ
の
点
、
昨
年
来
の
児
童
虐
待
事
案
、
消
費
税
増
税
に

よ
る
痛
税
感
な
ど
に
よ
り
、
良
く
も
悪
く
も
子
ど
も
に
関

す
る
政
策
へ
の
社
会
の
関
心
は
以
前
よ
り
も
高
ま
っ
て
き

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
単
に
公
的
支
出
額
を
増
加
さ
せ
る

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
本
法
の
取
り
ま
と
め
過
程
で
は
、

「
児
童
は
必
要
な
保
護
・
援
助
を
与
え
ら
れ
、
健
全
な
発

達
の
た
め
に
幸
福
で
愛
情
、
理
解
の
あ
る
雰
囲
気
の
中
で

成
長
す
べ
き
⑷
」
と
、「
児
童
の
権
利
条
約
」
が
謳う

た

っ
た
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理
念
の
大
切
さ
も
語
ら
れ
、
あ
く
ま
で
子
ど
も
が
権
利
の

主
体
で
あ
る
べ
き
だ
と
の
意
見
が
相
次
い
だ
（
第
1
条
に

反
映
）。

　
確
か
に
、
具
体
的
な
措
置
を
定
め
て
い
な
い
基
本
法
に

意
味
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
批
判
は
あ
り
得
る
と
は
思
う
。

そ
も
そ
も
政
策
と
は
本
来
哲
学
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
個
別
政
策
が
連
な
る
べ
き
も
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
は

時
代
の
流
れ
の
中
で
発
生
す
る
課
題
に
沿
っ
て
、
各
種
の

法
律
や
予
算
措
置
が
積
み
重
な
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
成
育
基
本
法
の
成
立
は
、
乱
立

し
た
所
管
と
複
雑
怪
奇
な
予
算
体
系
を
見
直
す
い
い
機
会

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
期
待
が
あ
る
一
方
、
い
く
つ
か
の
点
で
は

注
意
が
必
要
だ
。
ま
ず
、
い
か
に
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
議

論
を
深
化
し
て
い
け
る
か
と
い
う
点
だ
。
ま
た
、
他
の
同

様
の
テ
ー
マ
の
議
員
連
盟
や
基
本
法
と
の
重
複
を
廃
し
、

そ
の
独
自
の
利
点
を
生
か
し
て
い
け
る
か
。
そ
し
て
何
よ

り
も
、
実
効
性
を
持
っ
て
同
法
の
精
神
を
施
策
に
反
映
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
発
育
・
発
達
を
支
援
す
る
上
で
は
、

地
域
性
へ
の
配
慮
や
包
括
的
・
横
断
的
な
主
体
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
提
供
が
欠
か
せ
な
い
。

　
さ
ら
に
、
医
療
過
疎
の
よ
う
な
一
見
関
係
の
な
い
問
題

も
、
⽇
本
全
体
で
、
子
ど
も
た
ち
に
平
等
に
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
点
で
は
、
無
視
で
き
な

い
課
題
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
国
レ
ベ
ル
で
は
、
自
治
体

に
そ
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
自
治

体
間
で
対
応
に
ム
ラ
が
出
な
い
よ
う
支
援
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

　
成
育
基
本
法
が
成
立
し
た
第
1
9
7
回
臨
時
国
会
は
会

期
が
短
い
上
、
新
た
な
特
定
技
能
枠
や
⼊
国
管
理
庁
の
創

設
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
出
⼊
国
管
理
法
改
正
案
を
め
ぐ
り

「
大
荒
れ
」
の
国
会
で
あ
っ
た
。
成
育
基
本
法
の
事
務
局

を
担
っ
た
国
会
議
員
に
よ
る
根
回
し
の
努
力
が
奏
功
し
た

と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
同
法
が
政

局
の
具
と
は
な
ら
ず
に
、
最
終
的
に
成
立
ま
で
漕こ

ぎ
着
け

た
こ
と
は
、
立
法
府
と
し
て
、
包
括
的
・
政
策
横
断
的
な

子
ど
も
子
育
て
政
策
の
重
要
性
と
、
社
会
全
体
と
し
て
子

ど
も
た
ち
を
健
全
に
育
ん
で
い
く
の
だ
と
い
う
意
思
を
改

め
て
示
し
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
⑴
正
式
名
称
は
「
成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保

護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切

れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に

関
す
る
法
律
」。
条
文
に
つ
い
て
は
衆
議
院
法
制
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
（http://w

w
w
.shugiin.go.jp/

internet/itdb_annai.nsf/htm
l/statics/housei/

htm
l/h-shuhou197.htm

l#hou10

）。

　
⑵
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
⽇
本
小
児
科
医
会
の
特

集
（https://w

w
w
.jpa-w

eb.org/dcm
s_m
edia/

other/2019seiikukihon.pdf

）
に
詳
し
い

　
⑶

出

典
：O

ECD

 Fam
ily database

（http://
w
w
w
.oecd.org/els/fam

ily/database.htm

）

O
ECD

 - Social Policy D
ivision - D

irectorate for 

Em
ploym

ent, Labour and Social Affairs

　
⑷ 

筆
者
要
約
（
条
約
前
文
）
に
よ
る
。
⽇
本
語
全
文

は
外
務
省
H
P
（https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/
gaiko/jido/zenbun.htm

l

）
参
照

多
胎
育
児
、8
割
が「
体
調
不
良
」─
N
P
O
調
査

　
認
定
N
P
O
法
人
「
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
」
は
7
日
、
全

国
の
多
胎
家
庭
の
保
護
者
約
1
6
0
0
人
に
行
っ
た
ウ

ェ
ブ
調
査
の
結
果
を
発
表
し
た
。
77
・
3
％
が
「
睡
眠

不
足
・
体
調
不
良
」
と
な
っ
た
と
答
え
る
な
ど
、
負
担

の
重
さ
が
印
象
付
け
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
自
由
記
述
の
欄
で
は
、
昨
年
1
月
の
愛
知
県
豊
田
市

で
三
つ
子
の
母
親
が
次
男
を
虐
待
死
さ
せ
た
事
件
に
つ

い
て
、「（
加
害
者
の
）
気
持
ち
が
分
か
っ
て
し
ま
う
」

と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
他
に
、「
気
持
ち
が
ふ
さ
ぎ
込
ん
だ
り
、
落
ち

込
ん
だ
り
、
子
ど
も
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を

持
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
」
と
の
質
問
に
は
、
93
・
2
％

が
「
あ
る
」
と
回
答
。「
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
日
は
一
日

も
な
い
」、「
何
度
、『
子
ど
も
を
殺
し
て
し
ま
う
か
も
』

と
思
っ
た
こ
と
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
回
答
が
あ

っ
た
。

　
記
者
会
見
し
た
同
法
人
の
駒
崎
弘
樹
代
表
理
事
は
、

「
保
育
の
必
要
性
認
定
に
『
多
胎
で
あ
る
こ
と
』
を
入

れ
る
べ
き
だ
」
と
指
摘
。
市
区
町
村
に
対
し
て
も
、
保

育
園
に
多
胎
児
家
庭
の
子
ど
も
が
入
園
で
き
る
よ
う
、

「
多
胎
加
点
」
を
導
入
す
る
よ
う
訴
え
た
。


